
●平成27年度（2015年度）

長きにわたり当法人を引っ張ってこられた、栗原常務理事兼事務局長（当時）より、常務理事
兼事務局長を自身が引き継ぐ。

●平成28年度（2016年度）

箕面市障害者雇用支援センター、開所２０周年という節目を迎える。

●平成29年度（2017年度）

突然の障害者職員１名との悲しい別れあり。

人材確保に苦戦し、自身も現場に出向く場面もあった。年度の終わりには正規職員の採用者が決まり、新た
なメンバーを加えた事業団体制を考えていく。

●平成30年度（2018年度）

大阪北部地震や台風21号など、自然災害や異常気象に翻弄される。

事業団を支えてくださった理事長が岡氏より、奥山氏へと引き継がれる。そして、新体制として令和の時代に
向けたカウントダウンがスタートする。

●令和元年度（2019年度）

新規事業のスタート、消費税増税への対応、パソコンや電話器の入れ替え、３階事務所の改装等、事業団
としての原点（障害者職員の雇用と就労継続）は見据えつつ、新時代を駆け抜けるためのハード面での準
備を皆で整えていく年に。

自身が常務理事兼事務局長を拝命してから丁度５年

になります。もう５年と思う一方、重責を担う覚悟の

５年でもありました。

振返ると新たな制度やルールができれば対応し、大

きな災害に見舞われた時には想定外を減らす整備等、

当事業団職員と共に、これまでにない取組に向き合う

ことの多かった５年でした。改めて色々あったと感じ

入ります。

さて、この後のページは、それぞれの現場でのここ

５年を振り返っています。どうぞご覧ください。

常務理事兼事務局長 野田 泰弘

…ここ5年の振り返り… ラインナップ

●喫茶店運営事業…喫茶るうぷ「メイプルホール店」「ライフプラザ店」

●アートショップ・啓発事業

●リサイクル事業・ビルメンテナンス事業

●緑化推進事業…「瀬川緑化」「ライフプラザ緑化」

●箕面市障害者雇用支援センター…「就労移行支援」「就労定着支援」

●豊能北障害者就業・生活支援センター

●相談るうぷ…「計画相談支援」「障害児相談支援」

組織図

総務課

庶務係

事業課

収益事業

•喫茶店運営事業

•物品販売事業

公益事業

•リサイクル事業

•緑化推進事業

企画事業

•アートショップグリーンるうぷ

•ビルメンテナンス事業

•啓発事業

就労支援課

豊能北

障害者就業・生活支援センター

箕面市障害者雇用支援センター

支援事業係（相談るうぷ）
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喫茶るうぷ メイプルホール店

当事業団の設立前、障害者事業団モデル事業推進協会が昭和63年（1988年）に運営を開始した喫茶る

うぷメイプルホール店は、箕面市立メイプルホール館内の2階で営業をしています。メイプルホールや中央

生涯学習センター、中央図書館の利用者の方々や、近隣にお住まいの方々にご愛顧をいただいております。

お店の人気メニューはコーヒーとカレーライスで、ゆったりとした雰囲気の店内でおくつろぎいただく

ことができます。

令和元年（2019年）は、消費税改定に併せて価格変更をおこないました。令和2年（2020年）は新型コ

ロナウイルスの影響で、数カ月間休業をするなど、営業再開後も売上が落ち込んだりしています。現在は

看板も新しくし、感染予防対策をしながら、新たな取組や今後の方向性について検討をしているところで

す。

クリアパネルでの
← 飛沫対策

レジスター

↓看板

「 喫茶店運営事業 」

↑
タブレット型レジ

ビニールカーテンで
の飛沫対策 →

クリアパネルでの
飛沫対策↓

喫茶るうぷ ライフプラザ店

平成8年（1996年）から運営を開始した喫茶るうぷライフプラザ店は、箕面市立総合保健福祉センター

館内の1階で営業をしています。館内にある箕面市保健福祉総合相談カウンターや医療保健センター、貸

会議室、箕面市立介護老人保健施設、隣接する箕面市立病院やリハビリテーションセンター等のご利用者

の方々や、近隣にお住まいの方々にご愛顧をいただいております。

お店の人気メニューはコーヒーとランチ、うどん等で、芝生広場（たのしーば）に置かれた遊具で幼い

子どもさんたちが遊ぶ姿を眺めながら、店内でゆっくりとおくつろぎいただくことができます。

障害のある職員（勤続30年）が店員として働くお店としており、また、障害のある人の働く体験の場に

もしていて、お客様から直接「ありがとう」等と声をかけていただけることで働く喜びを日々感じて仕事

をしています。

令和元年（2019年）は消費税改定に併せてタブレット型レジを導入、メニューも一新しました。令和2

年（2020年）は新型コロナウイルスの影響で、営業時間を短縮したり、1か月間ほど休業したり、営業再

開後も売上が落ち込んだりしています。現在は、感染予防対策をしながら、日々、営業努力しています。
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当事業団では、地域での障害者理解を深めるべく、広く市民を対象にした啓発講座の企画および運営を、

箕面市からの委託を受けて取り組んでおります。

この5年間に実施した啓発講座の年間タイトル（全体テーマ）は下記のとおりです。この各テーマに沿っ

て、各年度ごとにそれぞれ3回の啓発講座を開催致しました。

平成27年度（2015年度）：『障害があっても、地域で学び、働き、安心して暮らしていきたい』

その実現を応援するためのヒントを探る

平成28年度（2016年度）： 障害者と共に生きる社会を問い直す

平成29年度（2017年度）： 当たり前に暮らすために～地域での『つながり』について考える～

平成30年度（2018年度）： 新しい時代に向けて

障害のある人たちの自分らしい生活について考えてみよう

令和元年度（2019年度） ： 新時代。障害者と共に安心して暮らせる社会のあり方を考えてみよう

この5年間に、ご講演いただいた講師・パネリストの方の合計は23名、講座にご参加いただいた方の合計

は1,330人余りとなりました。

令和元年度（2019年度）の啓発講座は、新型コロナウイルス対策のため、受付に消毒液やマスクを設置

しての開催となりました。令和2年度（2020年）以降の開催については、新型コロナウイルス対策をおこな

い実施の可能性を探りながら、準備をしています。

「アートショップグリーンるうぷ」

始まりのコンセプトは、「アート」。

この「アート」部分に焦点をあて、障害のある人の職種を広げるため、「アート」と就労についてその

可能性を探るためのショップ運営を基本としています。

現在は、隣接店舗であり、豊能障害者労働センターさんが運営する店舗のひとつである、「おやつ・お

むつ・リサイクルの店 ゆっくり」さんに、平成30年（2018年）12月から運営を委託して営業をしてい

ます。

近隣の障害者施設等で制作された小物（アクセサリー、日用品、マスコット等）を委託販売しています。

「 アートショップ・啓発事業 」
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平成5年（1993年）1月事業を開始した、市民が排出したかん・びんを手選別する「リサイクル事業」、

箕面市立リサイクルセンターでの清掃業務を行う「ビルメンテナンス事業」、この5年間にあったできご

とについてご紹介します。

「主なできごと」

平成28年（2016年）

・2月15日（月）：有期雇用の障害者職員。6年の雇用期間満了と同時に転職につなげ送り出す。

・12月1日（木）：10年ぶりに職員そろっての施設見学に行く。

平成29年（2017年）

・9月14日（木）：24年半一緒に働いてきた仲間との突然の別れ。

平成30年（2018年）

・6月4日（月）：新送迎車両の納車。先代車両はなんと19年超も使用。

突然旅立った仲間のご家族からの寄附にて購入させていただきました。

愛称は「徳ちゃん号」大事に使っています。

・8月3日（金）：ショベルローダーの納車。25年ぶりの新車両に。

・9月4日（火）：台風21号によりリサイクルセンターが停電。復旧まで1週間かかる。

・10月11日（木）：5名の職員が大阪府雇用開発協会より永年勤続表彰を受ける。

平成31年・令和元年（2019年）

・1月17日（木）：箕面市のゆるキャラ「滝の道ゆずる」が選別作業体験に来る。

令和2年（2020年）

・コロナ禍で家庭からのかん・びん排出量が増えていますが、日々かんばっています。

見学に行った豊中市伊丹市
クリーンランドでの一枚。
誰だ あくびしているのは。

「リサイクル事業・ビルメンテナンス事業」 左：旧送迎車両

19年以上も安全に送ってくれ

てありがとう。

右：新車両と職員

“徳ちゃん号”の愛称で、職員み

な大切に乗っています。

これからもよろしく！

永年勤続表彰の会場へ向かう前の一枚。
しっかりと“きまって”います。

下：新ショベルローター↓

右：作業中の滝ノ道ゆずる→
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平成２年（１９９０年）から市内の公園花壇管理委託、また平成８年（１９９６年）からライフプラ

ザ複合施設他植栽緑化管理業務委託とその２つの大きな柱を中心に観葉植物のリースなどその他の緑化

業務を行っている緑化部門でここ５年にあった出来事を紹介します。

「主なできごと」

平成２８年（２０１６年）

・2名の職員が大阪府雇用開発協会より永年勤続表彰を受ける。

・この年から2年に渡り民間の病院から除草作業の依頼を受け皆で広い敷地内の除草作業を行う。

・３号職員として緑化部門で頑張ってくれた職員の雇用が決まり皆で喜びの送り出しを行う。

平成２９年（２０１７年）

・前年に続いて1名の職員が大阪府雇用開発協会より永年勤続表彰を受ける。

・同年勤続２３年の職員１名が体の不調により退職される。

平成３０年（２０１８年）

・勤続２１年の職員１名が体の不調により退職される。

・マンションの自治会からの依頼で敷地内の公園花壇スペースへの花苗植えつけ作業も毎年継続して行っ

ている。

平成３１年（２０１９年）

・リサイクル部門より1名の職員が緑化部門へ異動。

「 緑化推進事業 」

緑化のベテラン選手の3名

永年勤続表彰

おめでとうございます！！

リサイクル部門からの異動で緑化部門に来

てだいぶ仕事にも慣れてきました！

公園花壇管理委託業務で
培った作業ノウハウを生か
して皆で効率のいい仕事！

任期付きの雇用枠から、就職（転職）

おめでとうございます！！

長い間、事業団で

のお仕事お疲れさ

までした！
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平成8年（1996年）に、障害者雇用支援センターを開所。

学校卒業後に利用される方、就業経験があって再び働く

ことを希望される方など、様々な経歴の方が一般企業での

就労を目指して通われています。

施設内外での清掃や軽作業など、多様なトレーニングや

職場実習を体験し、自分の得意、苦手を知っていきます。

ビジネスマナー講座や、仕事場での上司、同僚を想定した

人との関わり方の練習、履歴書作成や面接練習を通して就

職に備えます。

就職後も、長く働き続けるための就労定着支援を行って

います。
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箕面市障害者雇用支援センター
（就労移行支援・就労定着支援）

Ӱ ♥ǵ
⌠ỘעΥзИв˔ϯиΰϘΰθ˂

χạיּ

活動風景

ȹɱȽɶКẆǮǵ̸ ҲȋƲϐǖ
ḹ Ǯ ȈȐȓȒ
ȱɝɣɉȯɶȵɥɱǵ Ʋᾦ
ҲǲׄǘǦ ρ ḹὕ ȋ
Ǳǰ ș ǪǭǋȅǠ

３０ ３１



平成20年（2008年）12月に指定を受け、事業開始。

箕面市、池田市、豊能町、能勢町にお住まいの障が

いのある方が、その人らしく働いたり、生活していけ

るよう、地域の関係機関と協力しながら安心して「働

くこと」「暮らすこと」を一緒に考え、応援する支援

機関です。

圏域が広く、交通機関が限られる一部の地域には、

地元自治体と連携して出張相談も行っています。また、

障害者雇用に取り組む企業からの相談も受けています。

障害者が長く働き続け、会社の人たちから自然なか

たちでサポートしてもらえるような関係性を築いてい

くことを目指して関わっていきます。

˲ 20 ˳

ζχ ὓ

∕ 52 3 1 1 0 57

Ὃ כ◦

Aἷ
0 0 0 0 0 0

Ẑ 8 4 1 1 0 14

ζχ 0 0 0 0 0 0

›ʹὓ 60 7 2 2 0 71

˲ 31 ˳

ζχ ὓ
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Ὃ כ◦

Aἷ
14 8 4 3 2 31
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豊能北障害者就業･生活支援センター

登 録 者 状 況
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42 4 1 2 0 49

9 2 1 0 0 12
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˲ 31 ˳

ζχ ὓ

24 8 1 1 3 37

152 69 22 20 17 280

116 88 16 7 8 235

ζχ 11 7 0 1 0 19

›ὓ 303 172 39 29 28 571

障害種別 就業状況

企業や福祉事業所での一般的
な実習の他、法人内で働く当
事者の方がピアサポートして
くれる現場で実習を行うこと
もあります。

講演・講座

箕面市主催 表彰式
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平成27年（2015年）開所。相談るうぷの

特徴の一つは、就労支援に強みのある法人内

の関連部署と連携しながら業務を行っている

ことです。また、相談支援専門員（この業務

を行うために必要な資格の名称）は5年で1名

から2名となりました。福祉職場の経験も豊

富で管理者含め全員が福祉関連の資格を持つ

職員となります。でも気持ちはいつもフレッ

シュに取り組んでいます。

相談支援事業所のある1日
温かなハートで寄り添える支援を目指して

頑張ってます

概 要

障害福祉サービス等の利用計画の作成（計画相談支援・障害児相談支援）の他、障害児、者やご家族の福

祉に関する相談に応じ、必要な情報提供や助言、その他障害福祉サービス等の利用支援や関係機関との連絡

調整を行います。特に希望する生活や叶えたい夢などを伺い、その思いに少しでも近づけるよう中立・公平

な立場で支援にあたっています。当初、契約者数は13名でしたが、現在、31名の方を担当させていただいて

います。

関係機関の人たちと連携し本
人中心に計画を考えています

訪問前の場面、配達と
間違われることも

相談るうぷ

8ʿ45
予定や共有事項を打合せします

10ʿ 00
訪問 いってきます

12ʿ 00
午後に備えて休憩

13ʿ 00
記録や電話で調整など

15ʿ 00
ケース会議 司会や記録など

16ʿ 00
訪問 再度いってきます

17ʿ 15
退勤 また明日

こんなこともしていた事業団

1990年頃の設立当初は、パイロット事業として、とにかく色々取り組んだ

休耕田活用～ふれあい農園～

1993年頃

たい肥に沢山いるからと、カブトムシの幼虫販売を企画するも、

虫カゴに入れる前日に、成虫になっていなくなったとか。
洗車

萱野事務所前にて拠点販売

2005年→

萱野にある総合保健福祉センター

の北側花壇のイラストを広く募集

をしていたことも。

いろんな規制（公共施設故の）か

ら募集はこの時限りでしたが、季

節に応じた花苗の植え替え実施し

ています。

←1990年

当事業団のオープニングイベント

として、障害者市民と共に市内を

ウォーク。障害者事業団の活動を

市民にまず知ってもらわねばと、

行政や応援団体の協力をいただき

実現しました。
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